8-4-10　都市計画専門委員会

1. 都市計画専門委員会の予算

　　　予算：1,000,000円
2. 主な活動の記録
(1) 委員会の開催

・委員会はすべて電子メールを活用した電子会議を試行した。
・協会の技術委員会の一つとして責任分担する白書の作成及びRCCM教材作成は、毎年実施する恒常的業務となり、電子会議で問題なく対応できた。
(2) 委員の交代

都市計画専門委員会の委員は総勢14名であるが、平成18年度２名の委員交代が行われた。

(3) 活動の目的と活動テーマ
協会の技術委員会の一つとして、白書の作成、RCCM試験問題の作成及びRCCM教材作成については、分担部門について今後もその責務を果たしていく必要がある。
また、建設コンサルタンツ協会都市計画専門委員会の独自活動については、本委員会の複数の委員が「（社）都市計画コンサルタント協会」の技術委員会委員として、勉強会や先進事例視察、国土交通省との情報交換を毎年定期的に企画運営しており、本委員会に参加している全社が（社）都市計画コンサルタント協会にも参加していることから、それらと重複しない活動のあり方を模索中である。
本年度の具体の活動内容は以下の通りである。

①白書の作成

平成18年白書作成委員会ワーキングが設立され、「1-1-2　活力ある地域と国土の形成」を都市計画専門委員会で分担した。

②RCCMの教材（CD-ROM）作成
次表の通り分担し執筆した。
表1　RCCMの教材作成の分担
	分担
	担当者指名（会社）

	１章

　国土づくりの動向
	高橋輝実（日本工営）
民岡順朗（オリエンタル）

	２章

　都市計画法の動向
	田辺　晋（日本技術開発）
江上和英（パスコ）

	３章

　土地利用計画の動向
	廣川　繁（千代田）
小阪知義（セントラル）

	４章

　都市施設の動向
	吉岡正人(中央復権)
堀口雄嗣（復権）

	５章

　公園緑地等の動向
	松井陽造（三井共同建設）
牛来　司（建設技研）

	６章

　市街地整備
	柳瀬明光（ﾊﾟｼﾌｨｯｸ）
馬場信吾（八千代）


注1)上記以外に阿部賢一（オオバ）、佐竹大助（ドーコン）の両名が都市計画専門委員会の委員である。
注2)会社名は表の枠内に入るよう略したもので正式名称ではない。
3. 次年度の活動について

技術委員会の一つとして白書の作成、RCCM試験問題の作成及びRCCM教材作成については要請に応じて対応していく。

都市計画専門委員会の独自活動については、引き続き検討していく。

（参考）（社）都市計画コンサルタント協会技術委員会の活動
　都計コンの技術委員会では次のような活動をしているので参考として紹介する。
①都市計画実務者講習会の実施

②技術士受験セミナーの実施

③技術士試験添削指導の実施

④まちづくり技術交流会（研究会）の実施
⑤先進事例視察見学会の開催
⑥都市懇サロン（講演会）の運営
（都市計画専門委員会委員長　高橋　輝実）
